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　　　林議長が評議員会で、学校給食費の無償化

について提案しました。
　　　



《 令和３年 第３回定例会の提出議案と議決結果 》

議案番号 議決結果
所管の
委員会案　　　　　　　　件

議案第48号

議案第49号

議案第50号

議案第51号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

報告第８号

報告第９号

報告第10号

報告第11号

意　第１号

同意第５号

同意第６号

諮問第２号

専決処分の承認について（令和３年度鳴門市一般会計補正予算（第３号））

令和３年度鳴門市一般会計補正予算（第４号）

令和３年度鳴門市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

令和３年度鳴門市水道事業会計補正予算（第１号）

令和３年度鳴門市モーターボート競走事業会計補正予算（第１号）

令和３年度鳴門市下水道事業会計補正予算（第１号）

鳴門市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関す
る法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一
部改正について

鳴門市総合運動場条例の一部改正について

鳴門市観光コンベンション株式会社の経営状況について

専決処分について（損害賠償の額の決定）

令和２年度決算に基づく鳴門市健全化判断比率について

令和２年度決算に基づく鳴門市資金不足比率について

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書

教育委員会委員の任命について

公平委員会委員の選任について

人権擁護委員の推薦について

承　　認

原案可決

原案可決

原案可決

報　　告

報　　告

原案可決

同　　意

同　　意

同　　意

請願番号 議決結果
所管の
委員会案　　　　　　　　件

請願第13号 鳴門市阿波おどりの開催等を求める請願書 採　　択 産業建設

予算決算

総務文教

生活福祉

産業建設

予算決算

請願の処理

人 事 案 件
〔同意第５号〕

●教育委員会委員 甲 斐　  洋 子 氏（大麻町）

〔同意第６号〕

●公平委員会委員 久次米　恵 子 氏（撫養町）

〔諮問第２号〕

●人権擁護委員 梯　　美千代 氏（大麻町）

か　　い よう　 こ

く　じ　め けい　 こ

かけはし み　ち　よ
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コロナ禍による厳しい財政状況に対処し
地方税財源の充実を求める意見書

　新型コロナウイルス感染症のまん延により、地域経済にも大きな影響が及び、地方財政は来年度にお

いても、引き続き、巨額の財源不足が避けられない厳しい状況に直面している。

　地方自治体では、コロナ禍への対応はもとより、地域の防災・減災、雇用の確保、地球温暖化対策な

どの喫緊の課題に迫られているほか、医療介護、子育てをはじめとした社会保障関係経費や公共施設の

老朽化対策費など将来に向け増嵩する財政需要に見合う財源が求められる。

　その財源確保のため、地方税制の充実確保が強く望まれる。

　よって、国においては、令和４年度地方税制改正に向け、下記事項を確実に実現されるよう、強く要

望する。

記

１　令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、「経済財政運営と改革の基本方針2021」

において、令和３年度地方財政計画の水準を下回らないよう実質的に同水準を確保するとされている

が、急速な高齢化に伴い社会保障関係経費が毎年度増大している現状を踏まえ、他の地方歳出に不合

理なしわ寄せがなされないよう、十分な総額を確保すること。

２　固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直しは家屋・償却資

産を含め、断じて行わないこと。生産性革命の実現や新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として

講じた措置は、本来国庫補助金などにより国の責任において対応すべきものである。よって、現行の

特例措置は今回限りとし、期限の到来をもって確実に終了すること。

３　令和３年度税制改正において土地に係る固定資産税について講じた、課税標準額を令和２年度と同

額とする負担調整措置については、令和３年度限りとすること。

４　令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動車税の環境性能割の臨時的軽減の延長につ

いて、更なる延長は断じて行わないこと。

５　炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一部を地方税又は地方譲与税として地方に税源配

分すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

※定例会で可決された意見書は、衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・内閣官房長官・総務大臣・
財務大臣・経済産業大臣・経済再生担当大臣へ送付しました。

■議会広報番組■

〈放送内容〉

①令和３年第３回定例会

・一般質問

・常任委員会の審査内容

・議決結果

②令和２年度決算審査

・決算審査の流れ

・予算決算委員会の審査内容

③市議会からのおしらせ

〈放送日〉

12月１日(水)～12月15日(水) 　〈期間中毎日〉

〈放送時間〉

デジタル111ch

(8:00～／13:00～／23:00～)

デジタル122ch

(7:00～／12:00～／16:00～／

18:00～／21:00～／22:00～)

〔生放送・特別番組により放送されない場合があります〕
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●
議
案
第
54
号

鳴
門
市
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
の
改
正
に
伴
い
、
引
用
条
項
の
改
正
を
行
う
も
の
。

【
質
疑
】
特
定
個
人
情
報
の
利
用
目
的
の

範
囲
は
。

【
回
答
】
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
で

は
、
税
・
社
会
保
障
・
災
害
対

策
の
う
ち
特
定
の
も
の
に
限
定

さ
れ
て
お
り
、
市
と
し
て
は
、

独
自
利
用
事
務
と
し
て
、
地
方

税
・
社
会
保
障
・
災
害
対
策
や
、

こ
れ
ら
に
類
す
る
事
務
の
う

ち
、
当
該
条
例
で
６
項
目
を
定

め
て
い
る
。

 

【
質
疑
】
６
項
目
以
外
の
事
務
に
つ
い
て
も
、
協
議
な
ど
に
よ
り
利
用
す
る
こ
と

を
可
能
と
す
る
よ
う
な
規
定
は
、
当
該
条
例
に
記
さ
れ
て
い
る
の
か
。

【
回
答
】
そ
の
よ
う
な
規
定
は
な
い
。

総
務
文
教
委
員
会

委員会審査

生
活
福
祉
委
員
会

●
議
案
第
55
号

鳴
門
市
総
合
運
動
場
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
伴
い
、
鳴
門
市
総
合
運
動
場
の
夜

間
照
明
施
設
に
係
る
使
用
の
制
限
を
撤
廃
す
る
改
正
を
行
う
も
の
。

【
質
疑
】
鳴
門
市
総
合
運
動
場
の
利
用
状
況
は
。

【
回
答
】
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

な
ど
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、
令
和
２

年
度
は
年
間
１
４
７
件
、
６
７
５
２

人
が
利
用
し
た
。

 

【
質
疑
】
11
月
か
ら
３
月
ま
で
の
間
の
夜
間

の
利
用
ニ
ー
ズ
は
。

【
回
答
】
中
学
生
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
や
硬

式
野
球
チ
ー
ム
か
ら
年
間
を
通
し

て
夜
間
に
利
用
し
た
い
と
の
要
望

を
聞
い
て
い
る
。

 

【
質
疑
】
今
後
、
硬
式
野
球
の
練
習
に
使
用
す
る
場
合
に
は
、
防
球
ネ
ッ
ト
の
高

さ
を
高
く
す
る
な
ど
の
対
策
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

【
回
答
】
こ
れ
ま
で
鳴
門
市
総
合
運
動
場
で
の
硬
式
野
球
の
練
習
は
控
え
て
も

ら
っ
て
い
た
が
、
他
に
練
習
で
き
る
施
設
が
多
く
な
い
た
め
、
守
備
練

習
を
は
じ
め
と
し
た
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
練
習
以
外
の
練
習
に
限
っ
て
使

用
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

鳴門市総合運動場
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産
業
建
設
委
員
会

●
請
願
第
13
号

鳴
門
市
阿
波
お
ど
り
の
開
催
等
を
求
め
る
請
願
書

来
春
を
目
途
に
鳴
門
市
阿
波
お
ど
り
の
開
催
ま
た
は
代
替
の
阿
波
お
ど
り
関

連
事
業
の
実
施
の
検
討
を
求
め
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
疲
弊
し
た
本

市
の
阿
波
お
ど
り
が
、
以
前
の
よ
う
に
活
気
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
協
力
を
求
め

る
も
の
。

【
質
疑
】
踊
り
手
不
足
や
練
習
場
所
の
不
足
に
よ
り
阿
波
お
ど
り
の
維
持
が
大

変
な
現
状
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

【
回
答
】
連
長
会
で
踊
り
手
の
様
々
な
意
見
を
伺
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
夏
の
開
催
に
向

け
て
、
再
度
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
例
年
で
あ
れ
ば
４
月
か
ら
８
月
に
か

け
て
準
備
し
て
い
る
が
、
新
た
な
コ
ロ
ナ
対

策
も
含
め
て
、
も
っ
と
早
い
段
階
か
ら
準
備

し
て
い
く
よ
う
検
討
す
る
。

 

【
質
疑
】
鳴
門
市
阿
波
お
ど
り
の
開
催
に
あ
た
っ
て
、
本
市
独
自
の
開
催
基
準
の

構
築
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
市
は
ど
の
よ
う
な
方
針
な
の
か
。

【
回
答
】
今
年
も
実
行
委
員
会
で
詳
し
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
ろ
う
と
し
て
い
た

が
、
構
築
前
に
阿
波
お
ど
り
の
中
止
が
決
定
し
た
こ
と
も
あ
り
、
今

後
も
本
市
の
実
情
に
合
っ
た
形
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
構
築
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

●
議
案
第
49
号

令
和
３
年
度
鳴
門
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策 

緊
急
支
援
策 

第
13
弾
と
し
て
、
引
き
続
き

事
業
者
な
ど
へ
の
支
援
策
を
盛
り
込
む
と
と
も
に
、
公
立
保
育
所
再
編
事
業
や
近

年
発
生
し
て
い
る
局
地
的
な
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
災
害
に
備
え
る
た
め
の
防
災

事
業
な
ど
、
緊
急
か
つ
必
要
性
の
高
い
事
業
を
実
施
す
る
た
め
必
要
と
な
る
予
算

を
計
上
す
る
も
の
。

【
質
疑
】
新
た
に
購
入
予
定
の
里
浦
粟
津
運
動
公
園
線
・
高
島
線
を
運
行
す
る
地

域
バ
ス
は
現
行
の
26
人
乗
り
と
比
較
し
て
14
人
乗
り
と
小
さ
い
が
、

こ
の
乗
車
定
員
で
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
せ
る
の
か
。

【
回
答
】
26
人
乗
り
の
地
域
バ
ス
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
走
行
不
能
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
10
人
乗
り
の
予
備

車
両
で
運
行
し
て
い
る
が
、
乗
車
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
事
例
は

発
生
し
て
お
ら
ず
、
利
用
実
態
な
ど

の
調
査
も
行
っ
た
結
果
、
14
人
乗

り
で
も
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
満
た

せ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

 

【
質
疑
】
今
後
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

【
回
答
】
令
和
４
年
度
中
に
策
定
す
る
「
地
域
公
共
交
通
計
画
」
に
お
い
て
、
今

後
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

委員会審査

予
算
決
算
委
員
会
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❷圃山　俊作（会派　潮）

問
汚
れ
の
あ
る
プ
ラ
ご
み
を
燃
や
せ
る

ご
み
と
し
た
理
由
は
。

答
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
の
取
引
に
は
品

質
基
準
が
あ
り
、
汚
れ
た
物
が
入
る
と
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク

ル
協
会
へ
の
委
託
料
に
年
間
50
万
円
か

ら
70
万
円
支

出
し
、
分
配
金

は
５
万
円
程
度

で
あ
り
、
分
別

に
係
る
人
件
費

は
約
１
５
１
０

万
円
で
あ
る
。

問
施
設
運
転
管
理
の
委
託
料
１
億
２
５

０
０
万
円
で
三
機
化
工
と
15
年
間
の
保

証
を
約
束
し
た
覚
書
を
結
ん
で
い
る
が

既
に
14
年
目
。
そ
の
後
の
委
託
は
。

答
機
械
を
熟
知
し
た
系
列
会
社
が
運
転

管
理
す
る
こ
と
は
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
に

そ
の
対
応
を
迅
速
に
行
え
る
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
競
争
原
理
が
働
か
ず
、

価
格
面
で
不
利
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

新
規
参
入
を
含
め
、
十
分
検
討
し
て
い
く
。

問
環
境
省
に
は
、
ご
み
焼
却
場
の
新
設
お

よ
び
改
修
に
循
環
型
社
会
形
成
推
進
交

付
金
と
し
て
費
用
の
３
分
の
１
を
助
成

す
る
事
業
が
あ
る
。
焼
却
施
設
の
耐
用
年

数
約
20
年
と
す
る
と
、
あ
と
６
年
少
々

で
あ
り
、
交
付
金
も
踏
ま
え
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
地
域
の
方
々
と

の
約
束
で
あ
る
計
画
当
初
の
ご
み
搬
入

路
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

答
大
規
模
改
修
を
見
据
え
、
国
の
交
付
金

の
活
用
に
必
要
な
循
環
型
社
会
形
成
推
進

地
域
計
画
の
策
定
を
検
討
し
た
い
。
搬

入
路
に
つ
い
て
は
、
相
当
な
事
業
費
を
要

す
る
課
題
が
あ
り
、
引
き
続
き
検
討
し
て

参
り
た
い
。

要
望
新
施
設
建
設
計
画
は
、
近
隣
町
と
の

広
域
事
業
と
し
て
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

本
市
の
ご
み
施
設
だ
け
で
も
迷
惑
施
設
で

あ
る
が
、
地
域
要
望
の
搬
入
路
の
事
業
費

も
広
域
自
治
体
で
協
力
し
合
え
ば
負
担
軽

減
さ
れ
る
。
搬
入
路
の
実
現
の
た
め
、
検

討
さ
れ
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

代　表　質　問
一　般　質　問

1．市長の政治姿勢について
⑴ 新型コロナウイルス感染症につ
いて

⑵ 鳴門市文化会館について
⑶ 次世代エネルギー
について

❶大石美智子（会派　創心クラブ）
1．市長の政治姿勢について
⑴ プラスチックごみの取り扱いに
ついて

⑵ ごみ焼却施設について

❺松浦　富子（会派　公明党）
1．市長の政治姿勢について
⑴ 防災・減災対策について
2．持続可能な開発のための教育
(ESD)について
⑴ 各学校の現状と課題について
⑵ 教職員への研修について
⑶ 地域との連携について

❻宅川　靖次（会派　平成なると）
1．環境行政について
⑴ 墓地管理について
2．経済対策について
⑴ 農業用排水機場の整備に係る負
担軽減について

❹高麗　裕之（会派　有志会）
1．コロナ禍におけるごみ問題について
⑴ コロナ禍によるごみの量について
⑵ ごみ収集時の感染症対策について
⑶ ごみ袋の無償配布について
2．成人式のあり方について
⑴ 令和４年の成人式の開催について
⑵ 民法改正による成人式の対象年
齢について

❸長濱　賢一（会派　青藍）
1．人事行政について
⑴ 人事行政の現状と課題について
⑵ コロナ禍における人事について

プラスチックごみ

今
後
の
ご
み
焼
却
施
設
の

　
　
　
　
　
　
　

搬
入
路
は

代
表
質
問

プ
ラ
ご
み
の
出
し
方

令
和
５
年
度
以
降
の

　

運
転
管
理
業
務
の
委
託
は

大
石
美
智
子

お
お
い
し

み

ち

こ

会
派　

創
心
ク
ラ
ブ
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＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

問
昨
年
発
生
し
、
１
年
以
上
さ
ま
ざ
ま
な

対
策
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら

現
状
に
お
い
て
も
収
束
の
兆
し
が
見
え

な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て
、
３
回
目
の
ブ
ー
ス
タ
ー

接
種
を
実
施
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
る

の
か
。

答
多
く
の
医
療
機
関
で
実
施
し
て
い
る
個

別
接
種
や
大
規
模
な
集
団
接
種
に
つ
い
て

は
、
10
月
末
で
一
旦
終
了
し
、
11
月
以
降

に
つ
い
て
は
、
新
た
に
12
歳
を
迎
え
る
方

へ
の
接
種
な
ど
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を

勘
案
し
、
限
定
的
な
接
種
に
移
行
す
る
こ

と
を
想
定
し
て
い
る
。
国
に
お
い
て
は
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
予
防
効
果
の
維
持

の
た
め
に
３
回
目
の
接
種
を
行
う
、
い
わ

ゆ
る
ブ
ー
ス
タ
ー
接
種
の
検
討
が
進
ん
で

い
る
。
本
市
と
し
て
は
、
実
施
が
正
式
に

決
ま
れ
ば
、
医
師
会
を
は
じ
め
医
療
従
事

者
と
の
連
携
、
予
約
管
理
の
徹
底
、
市
民

へ
の
丁
寧
な
情
報
提
供
な
ど
を
踏
ま
え
た

安
心
、
迅
速
、
円
滑
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

問
今
年
３
月
に
休
館
し
た
、
耐
震
改
修
検

討
に
入
っ
て
い
る
文
化
会
館
に
つ
い
て
。

答
鳴
門
市
文
化
会
館
の
耐
震
化
に
つ
い
て

は
、
本
市
の
最
優
先
課
題
の
一
つ
と
し
て

考
え
て
い
る
。
耐
震
改
修
を
す
る
方
向
で

検
討
す
る
と
の
方
針
は
堅
持
し
て
い
る

が
、
耐
震
化
事
業
全
体
を
通
じ
て
、
耐
震

改
修
工
事
の
検
討
、
設
計
、
施
工
、
設
備

の
更
新
、
維
持
管
理
を
含
め
て
大
き
な
財

政
負
担
と
な
る
た
め
、
慎
重
に
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、

適
正
規
模
調
査
を
精
緻
に
進
め
て
お
り
、

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
具
体
的
な
方
針
を

決
定
し
て
い
く
。

ブ
ー
ス
タ
ー
接
種
の
実
施
は

鳴
門
市
文
化
会
館
の

　

耐
震
改
修
の
進
捗
状
況
は

問
ス
ー
パ
ー
改
革
プ
ラ
ン
２
０
２
０
で
の

人
事
行
政
の
現
状
と
課
題
、
職
員
の
離
職

率
、
80
時
間
／
月
（
過
労
死
ラ
イ
ン
）
を

超
え
る
コ
ロ
ナ
残
業
、
人
員
や
人
材
不

足
、
定
年
延
長
制
度
へ
の
対
応
、
兼
職
を

含
む
民
間
人
材
の
登
用
に
つ
い
て
問
う
。

答
ス
ー
パ
ー
改
革
プ
ラ
ン
の
目
標
職
員

数
は
、
５
６
７
人
だ
が
、
現
在
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
や
重
要
案
件

へ
の
対
応
の
た
め
、
５
７
１
人
で
あ
る
。

組
織
の
年
齢
構
成
は
一
部
偏
り
が
あ
り
、

ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま

で
の
採
用
者
に
お
い
て
、
採
用
後
３
年
以

内
の
離
職
率
は
、
13
・
３
％
（
８
／
60

人
）
の
た
め
、
採
用
時
の
年
齢
条
件
変
更

や
民
間
経
験
者
枠
の
採
用
で
年
齢
構
成
の

平
準
化
、
職
務
環
境
の
充
実
に
取
り
組

む
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
残
業
が
１
０
０
時
間

超
の
職
員
も
あ
り
、
他
部
署
と
の
兼
務
職

員
や
会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
用
等
な
ど

勤
務
状
況
の
改
善
に
取
り
組
む
。
定
年
延

長
制
度
（
60
↓
65
歳
）
導
入
に
よ
り
、
役

職
定
年
制
や
定
年
前
再
任
用
制
度
で
多
様

な
働
き
方
を
選
択
で
き
、
知
識
や
経
験
の

継
承
に
よ
り
組
織
の
活
性
化
を
図
る
。
ま

た
、
民
間
活
力
の
導
入
、
事
業
委
託
、
派

遣
職
員
の
活
用
等
で
業
務
の
効
率
化
を
図

る
。
今
後
、
必
要
に
応
じ
、
期
限
を
定
め

た
外
部
人
材
の
登
用
な
ど
も
含
め
、
適
切

な
人
材
確
保
の
在
り
方
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
く
。

要
望
緊
急
時
の
コ
ロ
ナ
対
応
施
策
に
最
前

線
で
従
事
し
て
い
る
職
員
に
対
し
、
柔
軟

な
組
織
・
機
構
の
変
更
、
人
員
の
補
充
、

特
別
手
当
の
支
給
な
ど
の
配
慮
、
ま
た
、

非
常
時
に
は
他
部
署
へ
の
職
員
の
配
置
が

で
き
る
よ
う
な
部
署
の
設
置
を
提
案
す

る
。
コ
ロ
ナ
と
の
共
生
社
会
へ
の
対
応
に

際
し
、
大
都
市
か
ら
の
人
材
採
用
を
行
う

こ
と
で
、
人
口
減
対
策
に
も
つ
な
げ
て
欲

し
い
。

人
事
行
政
の
課
題
解
決
を

代
表
質
問

長
濱  

賢
一

な
が
は
ま

け
ん
い
ち

会
派　

青
藍

圃
山  

俊
作

は
た
け
や
ま

し
ゅ
ん
さ
く

会
派　

潮
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代
表
質
問

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

問
コ
ロ
ナ
禍
に
入
り
在
宅
時
間
も
増
え
、

ご
み
の
量
も
増
え
て
い
る
。
家
庭
か
ら
出

る
ご
み
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
活

支
援
策
と
し
て
全
市
民
に
ご
み
袋
を
無
償

配
布
し
て
は
ど
う
か
。

答
本
市
の
指
定
ご
み
袋
の
無
償
交
付
は
、

経
済
的
に
支
援
が
必
要
な
世
帯
の
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
昨

年
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

お
け
る
生
活
支
援
の
一
つ
の
施
策
と
し

て
、
新
た
に
就
学
援
助
受
給
世
帯
を
交
付

対
象
に
加
え
対
象
者
を
拡
充
し
た
。
今
後

は
、
生
活
支
援
策
と
し
て
の
ご
み
袋
の
無

償
交
付
は
、
適
宜
適
切
に
対
応
し
た
い
。

要
望
こ
ん
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、
生
活
支

援
策
と
し
て
ご
み
袋
の
無
償
配
布
を
強
く

要
望
す
る
。

問
延
期
に
し
て
い
た
令
和
３
年
成
人
式
が

中
止
に
な
っ
た
。
令
和
４
年
の
成
人
式
の

開
催
予
定
、
開
催
日
と
開
催
場
所
は
ど
こ

に
な
る
の
か
。
ま
た
、
民
法
改
正
に
伴

い
、
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
成
人
年
齢

が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
。
令
和
５
年

以
降
、
鳴
門
市
で
は
成
人
式
の
対
象
年
齢

を
何
歳
か
ら
と
定
め
る
の
か
。

答
令
和
４
年
の
成
人
式
は
、
来
年
１
月
８

日
、
鳴
門
・
大
塚
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
ア
ミ

ノ
バ
リ
ュ
ー
ホ
ー
ル
で
の
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。
令
和
５
年
以
降
の
成
人
式
の

対
象
年
齢
は
、
現
行
ど
お
り
、
そ
の
年
度

に
二
十
歳
と
な
る
者
と
す
る
。
対
象
年
齢

を
18
歳
に
引
き
下
げ
た
場
合
、
成
人
式

が
大
学
受
験
や
就
職
準
備
な
ど
の
時
期

と
重
な
り
、
対
象
者
や
保
護
者
に
大
き
な

負
担
が
か
か
る
こ
と
や
二
十
歳
を
対
象

と
す
る
こ
と
が
定
着
し
て
い
る
こ
と
な

ど
、
関
係
機

関
の
意
見
を

参
考
に
し

た
。
令
和
５

年
以
降
は
、

式
典
の
名
称

を
「
は
た
ち

の
記
念
式

典
」
と
改
め

る
。

要
望
新
成
人
の
輝
か
し
い
未
来
を
応
援

し
、
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
改
め
て
集
ま
る
機

会
を
企
画
し
て
も
ら
い
た
い
。

生
活
支
援
と
し
て

　
　

ご
み
袋
の
無
償
配
布
を

人
生
の
思
い
出
に
残
る

　
　
　
　
　
　
　

成
人
式
を

高
麗  

裕
之

こ
う
ら
い

ひ
ろ
ゆ
き

会
派　

有
志
会

問
避
難
所
と
し
て
の
小
・
中
学
校
の
空
調

整
備
に
つ
い
て
の
市
の
考
え
は
。

答
今
後
、
快
適
避
難
所
空
調
設
置
モ
デ
ル

事
業
の
モ
デ
ル
校
の
空
調
設
備
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
や
避
難
所
と
し
て
の
快
適
性

に
関
す
る
デ
ー
タ
な
ど
の
ほ
か
、
先
行
事

例
を
参
考
に
し
て
、
災
害
時
や
平
時
に
お

け
る
教
育
環
境
へ
の
効
果
を
含
め
、
引
き

続
き
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問
新
庁
舎
が
令
和
５
年
秋
頃
完
成
予
定
だ

が
、
防
災
・
減
災
対
応
の
拠
点
機
能
、
地

震
や
津
波
対
策
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保

な
ど
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

答
新
庁
舎
は
、
本
市
の
防
災
・
災
害
対
応

拠
点
と
し
て
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や

中
央
構
造
線
活
断
層
地
震
な
ど
の
発
生
時

に
お
い
て
も
大
き
な
損
傷
を
受
け
た
り
機

能
を
損
失
し
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の

後
の
応
急
、
復
旧
、
復
興
の
各
階
段
に
お

い
て
必
要
な
行
政
機
能
を
維
持
で
き
る
安

全
・
安
心
な
庁
舎
と
し
て
い
く
。
今
後

も
、
も
し
も
の
時
に
い
つ
も
の
場
所
を
活

用
で
き
る
防
災
機
能
が
強
化
さ
れ
た

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
な
庁
舎
の
実
現
を
目
指

し
て
い
く
。

問
各
学
校
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
現
状
と
今
後
の
進

め
方
、
展
開
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

答
持
続
可
能
な
未
来
を
築
く
た
め
の
視

点
・
道
標
と
な
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向

け
、
そ
の
持
続
可
能
な
未
来
を
築
く
た
め

の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
見
方
・
考
え
方
を
学
ぶ
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
考
え
方
に

沿
っ
た
教
育
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

子
供
た
ち
が
持
続
可
能
な
社
会
の
つ
く
り

手
へ
と
成
長
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

体
育
館
へ
の
空
調
整
備

持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の

教
育
Ｅ
Ｓ
Ｄ

新
庁
舎
の
防
災
機
能

災害時に避難所環境の充実が求められる
小・中学校の体育館

松
浦 

富
子

ま
つ
う
ら

と
み

こ

会
派　

公
明
党
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宅
川 

靖
次

た
く
か
わ

や
す

じ

会
派　

平
成
な
る
と

個
人
質
問

代
表
質
問

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

個　人　質　問
1．水環境施策について
⑴ 公共下水道事業について
⑵ 合併処理浄化槽の普及促進につ
いて

1．鳴門市人口ビジョン2020について
⑴ ウィズコロナ・アフターコロナ
を見据えた対応について

❶平塚　保二

❹三津　良裕

問
地
域
の
市
有
墓
地
の
利
用
者
の
減
少
に

よ
り
、
墓
地
の
管
理
を
は
じ
め
先
祖
供
養

の
祭
祀
活
動
の
継
続
も
困
難
に
な
り
つ
つ

あ
る
中
で
、
今
後
、
市
有
墓
地
を
ど
の
よ

う
に
管
理
し
て
い
く
の
か
。

答
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
墓
地
に
倒
れ
か

か
っ
て
い
る
大
木
の
除
去
や
豪
雨
に
よ
る

通
路
の
陥
没
な
ど
、
危
険
で
早
急
な
対
応

が
必
要
で
あ
る
も
の
の
地
域
で
は
対
応
で

き
な
い
事
業
に
つ
い
て
修
繕
な
ど
の
対
応

を
し
て
い
る
。
市
有
墓
地
の
管
理
に
つ
い

て
は
、
墓
地
ご
と
に
慣
習
な
ど
が
異
な
る

た
め
、
地
域
住
民
に
よ
る
管
理
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
管

理
組
合
の
設
立
を
働
き
か
け
る
な
ど
、
地

域
に
よ
る
適
切
な
管
理
が
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
。

問
現
在
、
実
施
し
て
い
る
生
産
者
の
経
営

負
担
の
軽
減
に
向
け
た
農
業
用
排
水
機
場

の
整
備
に
係
る
賦
課
金
を
減
免
す
る
措
置

に
つ
い
て
、
将
来
の
農
業
振
興
を
図
っ
て

い
く
た
め
の
市
の
考
え
は
。

答
農
業
用
排
水
機
場
の
整
備
の
際
に
は
、

原
則
と
し
て
「
土
地
改
良
事
業
の
経
費
の

賦
課
徴
収
に
関
す
る
条
例
」
に
よ
り
、
受

益
者
か
ら
賦
課
金
を
徴
収
す
る
な
ど
受
益

者
の
協
力
を
得
な
が
ら
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
排
水
機
場
の

整
備
や
更
新
修
繕
に
関
し
て
は
、
そ
の
費

用
が
多
額
と
な
る
こ
と
か
ら
、
生
産
者
に

大
き
な
負
担
が
の
し
か
か
っ
て
い
る
。
こ

の
た
め
市
と
し
て
は
、
農
業
用
排
水
機
場

が
近
年
の
気
候
変
動
に
よ
り
、
雨
水
や
道

路
排
水
な
ど
を
含
め
た
市
民
生
活
の
安
全

を
守
る
重
要
な
機
能
を
兼
ね
備
え
て
い
る

こ
と
を
考
慮
し
つ
つ
、
近
年
の
農
業
を
取

り
巻
く
厳
し
い
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
、
受
益
者
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
時

期
を
見
極
め
な
が
ら
賦
課
率
の
見
直
し
を

検
討
し
て
い
る
。

今
後
の
墓
地
管
理

❷宮崎　　明
1．防災拠点施設の整備について
⑴ 大麻分署庁舎の建設に関する基
本計画について

2．空き地対策について
⑴ 空き地適正管理に関する条例の
制定について

※一般質問は、新型コロナウイルス感染症対策のため、座席の間隔
を広くし、アクリル板を使用して行っています。

❸上田　公司
1．まちづくりのあり方について
⑴ 人口減少の抑制について
⑵ まちづくりの構想について
2．新型コロナウイルス感染症への
対応について
⑴ コロナ禍における支援について
⑵ ワクチンハラスメントについて
3．環境政策について
⑴ 指定ごみ袋制度について
⑵ ごみ収集車について

農業用排水機場

農
業
用
排
水
機
場
の

　

管
理
に
か
か
る
負
担
軽
減
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２市４町から運ばれた汚水を一括して処理する
旧吉野川浄化センター（通称：アクアきらら月見ヶ丘）

個
人
質
問

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

問
本
年
２
月
定
例
会
で
防
災
拠
点
施
設

「
消
防
大
麻
分
署
の
新
築
移
転
に
係
る

庁
舎
建
設
基
本
計
画
」
を
策
定
す
る
と

の
答
弁
を
得
て
い
る
。
本
事
業
は
、
大

規
模
災
害
時
に
お
け
る
拠
点
施
設
の
整

備
で
あ
り
市
民
も
高
い
関
心
を
持
っ
て

見
守
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
計
画
の

コ
ン
セ
プ
ト
を
含
む
そ
の
内
容
と
策
定

の
進
捗
状
況
は
。

答
大
麻
分
署
は
単
な
る
建
替
え
で
は
な

く
、
複
合
的
機
能
を
有
し
た
防
災
拠
点
施

設
と
し
て
整
備
す
る
と
の
判
断
に
至
り
、

本
市
東
部
地
区
が
被
災
し
た
場
合
に
お
け

る
災
害
対
策
本
部
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能

の
他
、
地
域
の
交
流
拠
点
と
し
て
の
機
能

も
具
備
し
た
総
合
施
設
、（
仮
称
）
大
麻

町
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
構
想
を
検
討
し
て

い
る
。
同
施
設
が
地
域
住
民
の
防
災
面
の

み
な
ら
ず
交
流
の
場
と
し
て
機
能
す
る
よ

う
住
民
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
て
意
見
や
要
望
を
取
入
れ
、
来

年
度
に
基
本
設
計
等
を
策
定
す
る
。

問
本
年
２
月
定
例
会
で
、
空
き
地
の
適
正

管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
を
提
言
し
、

同
条
例
の
必
要
性
を
精
査
す
る
と
の
答
弁

を
得
て
い
る
。
条
例
制
定
の
必
要
性
に
つ

い
て
再
度
当
局
の
見
解
は
。

答
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
国
の
制
度

の
見
直
し
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
適
用
区

域
指
定
等
の
課
題
に
つ
い
て
更
に
調
査
研

究
し
て
い
く
。

要
望
現
下
の
空
き
地
の
実
態
や
市
民
の
意

識
を
総
合
的
に
勘
案
す
れ
ば
条
例
制
定
の

必
要
要
件
は
満
た
さ
れ
て
お
り
、
私
は
既

に
素
案
を
作
成
し
て
い
る
。
後
日
、
執
行

部
当
局
に
同
案
を
送
付
す
る
が
、
制
定
の

意
思
な
け
れ
ば
議
員
提
案
の
条
例
制
定
も

視
野
に
入
れ
て
い
る
こ
と
を
申
し
入
れ
て

お
く
。

問
私
の
12
年
間
の
議
員
生
活
の
な
か
で
、

汚
水
処
理
構
想
の
問
題
点
に
つ
い
て
項
目

を
絞
っ
て
伺
う
。
要
約
し
明
瞭
な
答
弁
を

求
め
る
。

　

１
点
目
は
、
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る

本
市
に
お
い
て
、
ま
ず
下
水
道
整
備
延
長

施
策
で
は
な
く
、
一
旦
中
止
を
含
む
凍
結

を
な
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

２
点
目
は
、
特
に
下
水
道
の
費
用
負
担

の
中
の
３
点
セ
ッ
ト
の
な
か
で
受
益
者
負

担
金
に
つ
い
て
、
本
市
は
都
市
計
画
法
第

75
条
に
基
づ
く
負
担
金
が
、
な
ぜ
世
帯
割

で
は
な
く
面
積
割
な
の
か
。
ま
た
、
審
議

会
決
定
事
項
で
も
矛
盾
し
た
制
度
は
見
直

す
べ
き
で
は
。

答
１
点
目
の
本
市
の
下
水
道
事
業
に
つ
い

て
は
、
旧
吉
野
川
流
域
の
徳
島
市
、
鳴
門

市
、
松
茂
町
、
北
島
町
、
藍
住
町
、
板
野

町
の
２
市
４
町
と
徳
島
県
が
共
同
し
、
旧

吉
野
川
流
域
下
水
道
事
業
と
し
て
平
成
13

年
に
着
手
。
自
治
体
が
個
々
に
下
水
道
を

整
備
す
る
よ
り
、
行
政
区
域
の
枠
を
超
え

て
整
備
す
る
こ
と
で
効
率
的
に
下
水
を
処

理
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
広
域
な
水

質
保
全
が
図
れ
る
も
の
で
あ
る
。
本
市
と

し
て
は
、
県
及
び
２
市
４
町
で
構
成
さ
れ

る
関
係
機
関
と
密
に
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
旧
吉
野
川
流
域
下
水
道
の
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
現
在
は
、
国
・
県
の
動
向

を
見
な
が
ら
大
幅
に
縮
小
し
合
併
処
理
浄

化
槽
普
及
促
進
を
並
行
し
て
行
っ
て
い
る
。

　

２
点
目
の
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て

は
、
世
帯
割
よ
り
土
地
所
有
者
に
対
し
１

㎡
当
た
り
２
７
０
円
の
面
積
割
が
公
平
と

考
え
、
平
成
18
年
度
の
審
議
会
の
決
定
事

項
を
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

西
部
地
区
に

　
　
　

防
災
拠
点
施
設
を

汚
水
処
理
構
想
の
問
題
点

空
き
地
の

　
　

適
正
管
理
条
例
制
定
を

宮
崎 

　
明

み
や
ざ
き

あ
き
ら

平
塚 

保
二

ひ
ら
つ
か

や
す

じ

管理されていない空き地
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三
津 

良
裕

み

つ

よ
し
ひ
ろ

（
創
心
ク
ラ
ブ
）

個
人
質
問

上
田 

公
司

う
え

だ

こ
う

じ

問
鳴
門
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
第
１
期
計
画

で
２
０
４
０
年
の
人
口
減
少
を
５
万
２
０

０
０
人
に
抑
え
る
と
し
て
い
た
が
、
５
年

後
の
第
２
期
で
は
４
万
５
０
０
０
人
と
７

０
０
０
人
も
下
方
修
正
さ
れ
た
。
そ
の
原

因
を
市
民
に
説
明
す
べ
き
で
は
。
ま
た
大

麻
町
で
の
買
い
物
や
移
動
手
段
の
確
保
に

つ
い
て
切
実
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

が
。

答
施
策
を
推
進
す
る
中
で
実
施
状
況
や
結

果
に
つ
い
て
、
必
要
に
応
じ
て
進
捗
状
況

を
報
告
す
る
。
大
麻
町
で
の
市
民
の
移
動

手
段
に
つ
い
て
は
、
市
営
バ
ス
廃
止
以

降
、
小
鳴
門
橋
か
ら
板
野
駅
南
を
結
ぶ
大

麻
線
を
民
間
事
業
者
と
協
定
を
締
結
し
て

運
行
す
る
こ
と
で
維
持
に
努
め
て
い
る
。

問
今
後
ど
う
暮
ら
し
や
す
く
な
る
の
か
、

市
民
に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
人
口

減
少
抑
制
や
移
動
手
段
の
確
保
な
ど
、
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
７
町
ご
と
の
個
別
計

画
の
策
定
を
提
案
す
る
が
。

答
総
合
計
画
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
計
画

を
各
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
上
で
策
定

し
事
業
推
進
に
努
め
て
お
り
、
現
時
点
に

お
い
て
町
ご
と
の
人
口
減
少
抑
制
等
に
関

す
る
計
画
を
策
定
す
る
予
定
は
な
い
が
、

他
団
体
の
事
例
な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
調

査
研
究
を
行
う
。

問
鳴
門
公
園
周
辺
の
事
業
者
か
ら
は

「
せ
っ
か
く
の
県
や
市
の
支
援
策
が
私
た

ち
ま
で
な
か
な
か
届
か
な
い
」
と
い
う
声

も
あ
り
、
市
が
想
定
す
る
支
援
の
効
果
と

事
業
者
が
感
じ
て
い
る
効
果
に
つ
い
て
ず

れ
が
あ
る
と
思
う
が
、
市
と
し
て
そ
の
ず

れ
を
ど
う
解
消
す
る
の
か
。

答
こ
れ
ま
で
も
経
済
対
策
事
業
と
し
て
消

費
喚
起
に
よ
り
経
済
活
性
化
に
つ
な
げ
る

事
業
や
事
業
継
続
を
目
的
と
し
た
給
付
事

業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、
支
援
が
行
き

届
い
て
い
な
い
事
業
者

も
あ
る
。
引
き
続
き
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
支
援

の
内
容
や
趣
旨
を
事
業

者
へ
理
解
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
周
知
徹
底
に

努
め
る
。

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

深
刻
な
人
口
減
少

地
域
に
住
む
市
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

観
光
事
業
者
へ
の
支
援

問
本
市
の
人
口
は
、
９
月
１
日
現
在
、
男

性
２
万
６
６
１
４
人
、
女
性
２
万
９
０
０

６
人
、
合
計
５
万
５
６
２
０
人
、
世
帯
数

は
、
２
万
６
１
９
５
世
帯
。
県
外
へ
転
出

す
る
よ
り
も
県
内
へ
転
出
す
る
方
が
多

く
、
そ
の
約
90
％
は
徳
島
市
、
藍
住
町
、

北
島
町
、
松
茂
町
へ
転
出
さ
れ
る
。
理
由

は
、
結
婚
、
仕
事
、
生
活
住
環
境
、
学
区

制
度
を
含
む
子
ど
も
の
教
育
環
境
で
あ
る

が
、
こ
こ
１
年
半
余
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
医
療
機
関
・
病
院
や
救
急
体
制
が
充

実
し
て
い
る
自
治
体
で
あ
る
こ
と
が
大
き

な
定
住
の
条
件
に
な
っ
て
い
る
。
本
市
に

は
、
徳
島
県
鳴
門
病
院
を
は
じ
め
、
45
の

医
院
、
病
院
、
24
の
歯
科
、
歯
科
医
院
、

31
の
薬
局
が
あ
り
、
本
市
全
体
が
、
総
合

病
院
で
あ
る
。
医
療
体
制
の
充
実
し
た
ま

ち
で
あ
る
と
い
う
安
心
・
安
全
の
視
点
か

ら
、
「
な
る
と
未
来
づ
く
り
総
合
戦
略
２

０
２
０
」
を
見
直
す
こ
と
に
つ
い
て
。

答
令
和
４
年
度
に
策
定
予
定
の
次
期
総
合

計
画
で
示
す
。

問
市
外
、
県
外
か
ら
の
、
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ

タ
ー
ン
へ
の
移
住
支
援
と
し
て
空
き
家
を

紹
介
す
る
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
充
実
す

る
こ
と
、
ま
た
、
企
業
誘
致
に
ど
の
よ
う

な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

答
移
住
相
談
会
な
ど
で
情

報
提
供
し
て
、
現
在
で
は

空
き
家
物
件
に
10
世
帯
23

名
の
方
が
居
住
し
て
い
る
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等

誘
致
支
援
事
業
を
積
極
的

に
進
め
て
い
る
。

問
市
内
で
急
増
す
る
空
き
家
が
老
朽
化
し

て
危
険
家
屋
と
な
る
前
に
、
例
え
ば
、
地

域
の
中
で
の
老
人
い
こ
い
の
家
や
ご
近
所

の
方
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
小
規
模
な
集
会

所
に
準
ず
る
場
所
な
ど
に
有
効
利
用
・
活

用
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
件
数
を
増
や

し
、
移
住
支
援
の
促
進
に
つ
な
げ
た
い
。

要
望
定
住
人
口
確
保
・
増
加
策
と
し
て
、

地
域
資
源
と
し
て
の
空
き
家
の
有
効
活
用

に
関
す
る
政
策
を
検
討
す
る
よ
う
に
。

鳴
門
市
の
人
口
増
加
策

移
住
支
援
策
、
企
業
誘
致
策

空
き
家
の

利
用
・
活
用
促
進
事
業
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《令和２年度決算審査》

■ 令和２年度の決算を審査・調査しました ■

《令和２年度決算審査》

　５日間にわたり予算決算委員会を開催し、令和２年度決算に関する議案12件について
審査しました。

【委員会審査の中で出た質疑・意見・要望やそれに対する答えを抜粋しました。】

■：質疑
●：市の担当者からの答弁・説明
★：委員からの意見・要望

【教　　育】
■小中学校の特別教室へのエアコン設置状況は？
●令和３年度に中学校、令和４年度に小学校の順で設
置工事を行う予定としていたが、
昨年の９月末に国の交付金の追
加内定があったことから、前倒
しして実施し、本年７月末まで
にすべて完了した。

＊　　＊　　＊
■小中学校の特別教室へのエアコン設置率は？
●今回の工事を経て、普段、児童生徒が授業で使う特
別教室へのエアコンの設置率は100％となった。

＊　　＊　　＊
■国のGIGAスクール構想を受け、令和２年度にどの
ようなICT機器の整備を行ってきたのか？
●校内通信ネットワークの整備とそれに伴うサーバや
児童生徒および教員に対する１人１台のタブレット
端末の整備、市内すべて
の小中学校の普通教室へ
の電子黒板および書画カ
メラの整備、臨時休校な
どに備えたウェブカメラ
およびモバイルルータの
整備を行った。

■：質疑
●：市の担当者からの答弁・説明
★：委員からの意見・要望社会・福祉

【健　　康】
■不妊治療費助成事業の令和2年度の実績は？
●補助金を交付した人数は17人、件数は31回、補助
合計額は155万1,944円であった。

＊　　＊　　＊
■補助を受けた方で出産につながった方の人数は？
●平成29年度に補助事業を開始
してから令和２年度までで、
76人が補助金の交付を受けて
おり、そのうち現時点で48人が
出産し、５人が妊娠中である。

【福　　祉】
■子どもの居場所づくり推進事業の現状は？
●子どもの地域の居場所づくりや子育て支援を目的と
した子ども食堂の運営、学習支援を実施する団体に
対し、運営するための初期費用や経費の補助を行う
もの。令和2年度は、２団体が補助金を活用し、子
ども食堂や学習支援を実施しており、2ヵ所で延べ
2,014人が参加した。

＊　　＊　　＊
■いきいきサロンの現状は？
●市内58ヵ所にいきいきサロンがあるが、コロナ禍
により、５ヵ所が休止中で、現在、53ヵ所が活動
している状況である。参加者の状況は、令和２年４
月時点では944人参加していたが、令和３年４月時
点では823人となっている。

＊　　＊　　＊
■いきいきサロンの今後は？
●いきいきサロンの箇所数や参加者数が減少している
ことから、閉じこもりや運動不足の影響により、体
力が低下し、要介護状態に陥ることが懸念される。
このため、Go Toサロン推進事業として、アフター
コロナに向けて、いきい
きサロンとスポーツ足袋
「ナルトレタビ」のコラ
ボなどで、いきいきサロ
ンへの参加を促したいと
考えている。

教　育

1212



■：質疑
●：市の担当者からの答え・説明
★：委員からの意見・要望

【まちづくり】
■本市の橋りょうの現状は？

●点検結果として健全度を4段階に区分しており、

「健全」と判定された健全度１が115橋、「予防保

全段階」の健全度２が532橋、「早期措置段階」の

健全度３が68橋、「緊急措置段階」の健全度４が２

橋となっている。健全度３については、今後5年間

で補修することとしている。橋りょう長寿命化事業

では、基本的に修繕を実施し、既設橋りょうの延命

を図ることとしているが、コスト面において修繕よ

りも架け替えが有利な場合には、架け替えを実施す

ることとしている。全体では、修繕が急がれる橋り

ょうが70橋あり、このうち架け替えが２橋、修繕

が68橋となっている。

＊　　＊　　＊

■道路舗装修繕計画の内容は？

●令和２年度から２年間で路面性状調査を実施し、計

画を策定した。計画の対象となる市道は、市道総延

長600㎞のうち、避難所へアクセスする重要な路線

約30㎞、134路線となっている。この対象路線につ

いて、ひび割れ、わだち掘れ、平たん性を測定し、

舗装の健全度評価を行っている。調査結果は４段階

で評価し、「劣化度大」が約17㎞となっており、令

和３年度より、計画に基づき、年次計画的に舗装修

繕に取り組むこととしている。

＊　　＊　　＊

■水道管路の布設替の進捗状況は？

●本市の水道管路の総延長は約563㎞であり、この

うち法定耐用年数である40年を経過した老朽管の

割合は42.5％となっている。更新時期を迎えた耐

震性能の低い水道管路を対象に布設替を実施して

いる。更新率は年間約1.5％を目標とし、更新費用

は年間約８億円を見込んでおり、計画的に実施して

いる。

まちづくり

■：質疑
●：市の担当者からの答え・説明
★：委員からの意見・要望

【防　　災】
■老朽危険空き家除却支援事業補助金のこれまでの実

績は？

●平成26年度から令和２年度までの実績は84件であ

る。

＊　　＊　　＊

■決算などをふまえて、今後、予算額を増やしていく

考えはあるのか？

●把握できていない老朽危険空き家についても把握す

るため、空家等実態調査業務を実施しており、その

結果をふまえて検討したい。

＊　　＊　　＊

■鳴門市新池川洪水ハザードマップCUD（カラーユ

ニバーサルデザイン）検証等業務とは？

●ハザードマップは、色で浸水深などの情報を表示し

ていることから、誰が見ても情報を正確に把握でき

るようにするため、色彩に配慮し、カラーユニバー

サルデザインの認証を取得している。

【消　　防】
■令和２年度の出動件数は？

●火災出動の件数は28件、救急出動の件数は2,396件

であった。救急出動の件数については令和元年度と

比較してコロナ禍により減少している。

＊　　＊　　＊

■新型コロナウイルス感染に伴う救急搬送について、

搬送先が決まらず、長時間、現場にとどまった事案

はあったのか？

●そのような事案はなかった。

暮らしを守る

《令和２年度決算審査》 《令和２年度決算審査》
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■：質疑
●：市の担当者からの答弁・説明
★：委員からの意見・要望

【観光・産業】
■「頑張れ！徳島ヴォルティス」なると観光ブランド
化・ホームタウン連携事業の令和２年度実績は？
●Ｊ１昇格に向けたカウントダウン事業やＪ１昇格
決定後の祝福ムードを盛り上げる応援機運醸成事
業、ヴォルティスロードの整備、プロスポーツ応援
マスクシールの作成などを行った。また、看板やの
ぼりの設置、ヴォルティスロードマップやプロスポ
ーツ観戦パスの作成など、アウェイサポーターの受
入環境整備や地域経済の活性化につながる事業を
行った。

＊　　＊　　＊
■伝統的工芸品振興事業補助金の事業内容は？
●多くの方に大谷焼を見てもらい、買ってもらうため、
例年、春に開催し
ているスプリング
フェスタ、秋に開
催している大谷焼
窯まつりなどの開
催費について、市
からの支援を行っ
ている。

■：質疑
●：市の担当者からの答弁・説明
★：委員からの意見・要望生　活

【生　　活】
■飼い主のいない猫の不妊去勢手術費用補助事業の令

和２年度の実績は？

●申請枠を上回る71件の申請があったが、捕獲不能

などの理由により、最終的な交付件数は47件、総

額約47万円であった。

＊　　＊　　＊

■令和３年度の状況は？

●10月４日をもって補助枠の70件70万円が埋まった

ため、今年度の受付は終了した。

＊　　＊　　＊

■食品ロス削減の取り組みは？

●取り組みの一つとして、令和２年６月から市民協働

推進課前にフードポストを設置している。設置から

令和３年９月末までで約900点の食品をフードバン

ク徳島や子ども食堂、鳴門教育

大学の学生に提供した。食品ロ

スの削減を図りながら、生活困

窮者への支援につなげている。

【スポーツ】
■スポーツ足袋「ナルトレタビ」の今後の活用は？

●今年度から、いきいきサロンでスポーツ足袋を利用

していただくことになっており、高齢者にスポーツ

足袋を身近に感じていただきたいと考えている。ま

た、小・中学生から高齢者までの幅広い世代の方に

使用していただきたいと考えている。

＊　　＊　　＊

■今後の販売方針は？

●地方創生に関する包括連携協定を締結している企業

のECサイトでの販売やふるさと納税の返礼品とし

て使用していくなど、全国販売も含めて、スポーツ

足袋を使ったトレーニングを「鳴門モデル」として

全国に発信していきたい。

＊　　＊　　＊

■障がい者スポーツの普及促進にどのように取り組ん

でいるのか？

●障がい者ふれあい交流授業として、年に３回程度、

実際に障がい者スポーツに取り組んでいる方と交流

しながら、小学生に車いすスポーツを体験していた

だき、障がい者スポーツの魅力を感じてもらってい

る。また、勤労者体育センターで毎

週金曜日に車いすバスケットボール

の体験会を総合型スポーツクラブの

方々に行ってもらっている。

＊　　＊　　＊

■幼児期におけるマルチスポーツを推進するための

取り組みは？

●総合型スポーツクラブの指導者が各園を訪問し、陸

上や体操、ボール投げなどのさ

まざまな種目のスポーツを園児

に体験してもらっている。令和

２年度は10園82回延べ2,141人

に体験していただいた。

観光・産業

《令和２年度決算審査》 《令和２年度決算審査》
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■：質疑
●：市の担当者からの答弁・説明
★：委員からの意見・要望

【財　　政】
■令和２年度末の市債残高は？
●約268億5,000万円である。

＊　　＊　　＊
■令和元年度と比較して令和２年度の実質公債費比率
が0.8パーセント低下した要因は？
●標準財政規模が増加したことによるものである。

＊　　＊　　＊
■令和２年度末の基金残高が令和元年度末と比較し
て、約４億6,000万円増加し
た要因は？
●減債基金および庁舎整備基金
への積立てが増加したことに
よるものである。

【ボートレース】
■BOAT RACE鳴門のリニューアル前後の売上額と
利用者数の推移は？

●リニューアル前の最終年度の平成25年度と令和２
年度を比較すると、売上額は約238億円から197％
増の706億円に、年間利用者数は約457万人から
190％増の1,324万人になっている。ただし、売上
げの中心が電話投票に移行しており、本場の売上げ
や来場者数は減少している。

＊　　＊　　＊
■どのようなギャンブル依存症対策を実施しているの
か？
●ギャンブル依存症への不安のある方の相談窓口の設
置やポスター、ウェブサイトでの啓発・注意喚起を
行っている。また、ギャンブル依存症になる方は、
未成年の時に舟券を購入し始めた方が多いという統
計があることから、未成年者
の舟券購入防止策として、
出走表、ポスター、ステッ
カー、場内アナウンスで呼び
かけを行っている。

その他

　令和３年第４回定例会の会期は、11月30日から12月16日までの17日間です。
　第４回定例会開会前の11月21日に鳴門市議会議員選挙が行われ、新しい議員が決定して
いますが、改選前の議員の任期が令和３年12月17日までとなっているため、第４回定例会
は改選前の議員で行います。

《令和２年度決算審査》 《令和２年度決算審査》

□…■…□…■…□…■…□…■…□…■…□…■…□…■…□…■…□…■…□…■…□…■…□…■…□…■…□…■…□…■…□…■…□…■…□…■…□

《令和３年 第４回定例会の開催について》

平成29年12月18日～令和３年12月17日

改選前の議員の任期

第４回定例会
令和３年11月30日(開会)

改選前の議員
で行います

令和３年11月21日市議会議員選挙

令和３年12月18日～令和７年12月17日

改選後の議員の任期

第３回臨時会
令和３年12月27日(開会)予定

改選後の議員
で行います
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令和３年第４回定例会の日程（11月30日～12月16日）
日 月 火 水 木 金 土

11月28日 29
開会／本会議全員協議会

議会運営委員会 予算決算委員会

一般質問（代表）

■（赤字）はケーブルテレビ中継とインターネット中継、■（緑字）はインターネット中継を行います

一般質問
通告締切

一般質問（個人）
予算決算委員会

一般質問（個人）
議会運営委員会

全員協議会

第３回臨時会
開会／閉会

生活福祉委員会総務文教委員会

議会運営委員会
全員協議会
議会運営委員会

本会議／閉会

30 12月１日 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 １月１日

※本紙はカラーユニバーサルデザインに配慮して作成しています。

　次の２つの方法で一般質問などの内容を詳しく確認
することができます。
【議会事務局の窓口で見る】
①役所本庁舎３階の議会事務局へ
お越しください。
②見たい会議録をお伝えください。

【ウェブサイトから見る】
①「鳴門市議会」を検索
②鳴門市議会公式ウェブサイト内
の「会議録検索システム」から
見たい会議録を検索

議会を動画で見てみよう！
　本会議と委員会の模様は、インターネット中
継と録画配信でご覧いただけます。なお、本会
議の模様は、テレビ鳴門でも生放送に加え、録
画放送を行っています。ぜひご覧ください。

委 員 長：高麗　裕之
副委員長：宅川　靖次
委　　員：東谷　伸治・宮崎　　明・山根　　巌

松浦　富子・潮崎　憲司・秋岡　芳郎
上田　公司

《議会広報委員会》

URL  https://ssp.kaigiroku.net/tenant/naruto/pg/index.html

本会議や委員会などの 
傍聴について(お願い)

■会議録を見てみよう■

　新型コロナウイルス感染拡大防
止のため、しばらくの間、本会議
や委員会などの傍聴については、
次のとおり傍聴人数を制限させて
いただきます。皆様のご理解とご
協力をお願いいたします。

　鳴門市議会では、市民の皆様からの議会活動に関する幅広いご
意見をいただくため、「鳴門市議会　ご意見箱」を設置しています。
　議会活動に関して日頃から感じられていることやお気づきの点
がございましたら、お気軽にご提出ください。

※ご意見に対する回答はいたしかねますが、個人情報に配慮の上、鳴門市
議会公式ウェブサイトなどで紹介させていただく場合がありますので、
あらかじめご了承ください。
※個人に対する誹謗・中傷などは、お断りいたします。

【提出方法】
　次のいずれかの方法でご提出ください。
①鳴門市議会公式ウェブサイトの「鳴門市議会
ご意見箱」ページから「入力フォーム」に必
要事項をご入力の上、送信してください。
https://www.city.naruto.tokushima.jp/gikai/ikenbako/index.html
②鳴門市役所 本庁舎１階 受付前にご意見箱を設置していますの
で、付属の用紙に必要事項をご記入の上、投函してください。 ※本会議の模様は、インターネットによ

る配信やテレビ鳴門での放送にて、委
員会の模様は、インターネットによる
配信にて、ご視聴いただけますのでご
利用ください。

議　　場：６人以内
委員会室：傍聴なし

～議会活動に関するご意見を募集しています～
ご　意　見　箱

産業建設委員会
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